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＜Vol.4(1) の掲載論文＞ 
Combined use of InSAR and GLAS data to produce an accurate DEM of the 
Antarctic ice sheet: Example from the BreivikaeAsuka station area 
Yamanokuchi Tsutomu, Doi Koichiro, Shibuya Kazuo 
衛星搭載の ICESat/GLASレーザー高度計、及び ERS-1/2を用いた干渉 SAR によ
る DEMから得られた東南極 Breivika-Asuka基地間の氷床表面高を、1987年の
JARE28次隊による現地観測結果と比較し、その精度を検証した。高度 300mから
1000mの検証区間内における GLAS と JARE28の結果は±12.4mで一致する結果
となった。 
干渉 SAR による DEM は観測の空間密度は高いものの、そのままでは高さ方向の誤
差が大きいため、この GLASデータを誤差補正に用いる手法を新たに開発した。その
手法を適用した結果、適用前に JARE28に対して±284mあった誤差が±22.3mまで





Spatio-temporal changes in surface air temperature in the region of the northern 













Seiches in Lutzow-Holm Bay, Antarctica 
Akira Nagano, Yutaka Michida, Minoru Odamaki, Kazunori Suzuki, Jun Ogata 
2004年 12月２６日および 2005年 3月 28日，スマトラ沖地震によって励起された水
位振動を南極リュッツオ・ホルム湾の潮位データを用いて調べた．周期約 1時間と約






Glaciation history of Queen Maud Land (Antarctica) reconstructed from in-situ 
produced cosmogenic 10Be, 26Al and 21Ne 
Marcus Altmaier, Ulrich Herpers, Georg Delisle, Silke Merchel, Ulrich Ott 












Reproductive mode of Polygonum 1 viviparum depends on environment 












Communities of algae and cyanobacteria on the glaciers in west Greenland 
















Microbial diversity across a Canadian sub-Arctic, isostatically rebounding, soil 
transect 
J. T. Trevors, P. G. Kevan, L. Tam 
海岸から内陸への土壌トランセクトにおいて、後氷期におけるアイソスタティック・リバ
ウンドで隆起した土壌環境の微生物多様性が、群集レベルの基質資化分析と
16SrDNA 真性細菌多様性分析を用いて 2 年以上調べられた。基質資化分析の結果、
海岸から森林への砂質から泥炭質土壌のトランセクトに沿った位置とは関係なく、
Shannon diversity index は約 3で、微生物多様性は事実上同じであった。PCR-
DGGE 分析による同 indexは、土壌の性質や採集年の違いによって約 0.6から約 2
の間の値をとった。遺伝的多様性に関係なく、土壌は似たような代謝特性を示した。
これは、トランセクトに沿った各地点における、種の分布の冗長性や機能的、生理的
な無関係性の好例である。 
